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資料１ 



１ 環境クリーンセンターの今後の方向性について 

環境クリーンセンターは稼働から１４年が経過し、平成３４年１１月末で一般廃棄物処理

施設の耐用年数の２０年が経過します。 

施設の今後の方向性については、現施設を１５年間延命化し使用した場合及び施設を建替

えた場合についての比較・評価を環境省策定の「廃棄物処理ライフサイクルコスト」（以下廃

棄物処理ＬＣＣという。）算出例に基づき算出し検証を行いました。 

 なお、施設の建替えについては、下水道処理施設での生ごみ処理を先行して取り組まれて

いる近隣の恵庭市（Ｈ２４.９月稼働）を参考に生ごみ処理も含めた２通りの方法で検証を行

いました。 

 

２ 検討対象経費  

廃棄物処理ＬＣＣは、将来的に廃棄物処理施設に必要となるコスト（工事費と補修費）を

算出するものです。 

表１及び図１は本検討における対象経費の内容を示しています。 

なお、以下の経費は、廃棄物処理ＬＣＣ算出例に基づき、検討対象経費に含めないものと

します。 

①廃棄物処理ＬＣＣは、将来的に廃棄物処理に必要となるコスト（工事費と補修費）を算

出するものであることから、過去に要した建設費、運転費用などのコストは検討対象経費

に含めません。 

②施設の解体費は、「廃棄物処理の役割から退いた施設」に必要となる経費であり、検討対

象期間中の廃棄物処理のために投じられる費用でないこと、解体は供用停止直後に行われ

るとは限らず、検討対象期間以降に行われることもあることから、検討対象経費に含めま

せん。 

③人件費や用役費などの運転管理経費は、施設の規模によって差が出るものであり、本件

は、ほぼ同規模の施設の比較であることから、検討対象経費に含めません。 

④施設の建替えの用地費についても現段階で想定することが困難であるため、検討対象経

費に含めません。 

 

  表１ 廃棄物処理ＬＣＣの対象経費 

項 目 施設の延命化 施設の建替え 建替え＋生ごみ処理 

廃棄物処理 

イニシャルコスト 
・延命化工事費 ・建設費 

・建設費(焼却＋生ごみ処理) 

・下水施設改造費 

廃棄物処理 

ランニングコスト 
・点検補修費 ・点検補修費 ・点検補修費 
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  図１ 廃棄物処理ＬＣＣ算出イメージ （検討対象期間：Ｈ33～Ｈ48 16 年間） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 廃棄物処理ＬＣＣ算出のための条件 

廃棄物処理ＬＣＣ算出のための条件は、表２に示しています。 

１の施設を建替えした場合の施設規模は、新施設稼働予定である平成３７年度のごみ排出 

量推計から算出しています。 

２の施設を延命化した場合の工事費及び点検補修費は、メーカーヒアリングより算出し、

施設を建替えした場合の建設費及び点検補修費は、平成２８年１１月に策定された、当市と

同型の焼却方式（ガス化溶融方式）である西胆振地域廃棄物広域処理施設整備比較検討報告

書を参考として、施設を建替えた場合の処理方式、ストーカ式、流動床式、ガス化溶融式の

メーカーからの見積金額の平均より算出しています。 

生ごみ処理施設の建設費、点検補修費及び下水施設改造箇所の点検補修費は、他市の生ご

み処理施設を参考とし、生ごみ処理に係る下水施設改造費は、施設を管理する水道部が算出

しています。 

なお、施設を建替えした場合の施設の残存価値は、廃棄物処理ＬＣＣ算出例に基づき、検

討対象期間終了時点である平成４８年の施設の残存価値を算定式により現在の価値に換算し、

廃棄物処理ＬＣＣから差し引くものとし、、施設の延命化での現施設の残存価値は０とします。 

 

表２ 廃棄物処理ＬＣＣ算出のための条件 

項 目 施設の延命化 施設の建替え 
施設の建替え及び 

      下水施設での生ごみ処理 

１ 施設の規模 ・現施設:140t/日 

(70t×2炉) 

・焼却施設：120t/日 

(60t×2炉） 

・焼却施設：100t/日(50t×2炉) 

・生ごみ処理施設：56t/日 

 

２ 

工事費 ・延命化工事費 

約 29億円 

・建設費 

約 120 億円 

・建設費総額   ：114億円  

 焼却施設      ：約 100 億円 

生ごみ処理施設 ： 約 14億円 

・下水施設改造費 ： 約 21億円 

点検補修費 

(検討対象期間16年間) 

・約 62億円 ・約 44億円 ・総 額     ： 約 62億円 

焼却施設    ： 約 44億円 

生ごみ処理施設 ： 約 13億円 

下水施設改造箇所： 約 5億円 

２ 

施
設
の
延
命
化

施設の延命化期間１５年間（稼働から３４年）

施
設
の
建
替
え

現施設による処理

現施設による処理

H37稼働　　　　新施設による処理建設

Ｈ34～Ｈ37（4年間）延命化工事

検討対象期間中のランニングコスト

検討対象期間中のイニシャルコスト

検討対象期間 １６年間

検討対象期間中のランニングコスト

検討対象期間中のイニシャルコスト

Ｈ48Ｈ34

検討対象期間での稼働１２年間

Ｈ33
Ｈ32
長寿命化
計画策定

Ｈ32
施設整備に係
る計画策定



４ 施設の方向性の比較検討結果 

 施設の延命化、施設の建替えの廃棄物処理ＬＣＣの比較結果を表３に示しています。 

 施設を延命化する場合の廃棄物処理ＬＣＣは約７０億円、施設を建替えする場合（新施設

の残存価値控除後）の廃棄物処理ＬＣＣは約９８億円、施設の建替え及び生ごみを下水処理

施設で処理する場合（新施設の残存価値控除後）の廃棄物処理ＬＣＣは約１２４億円となり

ます。 

廃棄物処理ＬＣＣの比較結果は、施設の延命化を行った方が、施設を建替えした場合より 

約２８億円、施設の建替え及び生ごみ処理した場合より約５４億円、将来的に廃棄物処理施

設に必要となるコストの削減が期待できる結果となっています。 

 

表３ 比較検討結果                       単位：千円 

   将来の対応 

 

 

比較項目 

検討対象期間 

平成 33年度～平成 48年度：16年間 

施設の延命化 施設の建替え 
施設の建替え 

生ごみ処理        

 

工事費 2,550,416 9,862,743 11,095,586 

点検補修費 4,431,105 3,211,454 4,442,489 

   小 計 6,981,521 13,074,197 15,538,075 

新施設の残存価値    0 3,331,554 3,164,976 

   合 計 6,981,521 9,742,643 12,373,099 

   延命化する場合との比較額 2,761,122 5,391,578 
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